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●挨 拶 
     ヘンリック・セデリン（駐日スウェーデン大使館経済参事官） 
        通訳：澤 宜人     （ＡＰＯ ＩＮＣ．専務取締役） 
 
駐日スウェーデン大使館の経済参事官で、ヘンリック・セデリンと申します。今日はよ

うこそ皆様、このスウェーデンのセミナーにお越しいただいて、ありがとうございます。

今日は、スウェーデンからローベルトさんという建築家、それからもうおひと方、日本に

在住のペオ・エクベリさんというジャーナリストの方、この方は日曜日の早朝、Ｊ−WAVE
というラジオでお話をされているということもあって、ご存じの方もいらっしゃるかと思

いますが、環境に関するジャーナリストとして、いまやオピニオン・リーダーという立場

でお話をされています。このおふたりのお話を、このセミナーでさせていただきます。駐

日スウェーデン大使館としても、こういう機会を通して、スウェーデンのいろいろな文化

について、皆様にお聞きいただくことに、大変感謝しております。 
 話は変わりますが、スウェーデン政府は、ここ数年間にわたって、デザインということ

についていろいろと協議をしてきました。今年を、「デザイン・イヤー」と決めまして、主

にデザインと生活あるいは住まいと、社会との関わりをどのように考えたらいいかという

ことについて、真剣に論議してきました。今年のこの「デザイン・イヤー」にあたって、

東京で、スウェーデン大使館を中心に、さまざまなイベントがこれから開催される予定に

なっています。 
 そして、駐日大使館としては、これから、日本におけるデザインに関わる活動を重視し、

そこに注力をするということを考えています。特に三つの領域に注目し、それを具体的な

行動で表そうと考えています。一つは、スウェーデンのデザインの中で特に注目されてい

る「ライフスタイル・デザイン」です。これは、例えば家具や雑貨というものを中心に展

開することを考えています。もう一つは、「ユニバーサル・デザイン」ということです。特

に日本では最近、注目のマーケットになっているのですが、高齢者や障害者に対するデザ

インを深く掘り下げていきたいと思っています。最後の一つは「エコロジー・デザイン」。

日本でもサステイナブル・ソサエティと言っていますが、環境を十分に考慮した開発プロ

ジェクトという部分でのデザインの役割を考えています。 
 皆様のお手元にもはがきをお届けしておりますが、ここに出ていますように、「スウェデ

ィッシュ・スタイル 2005」ということで、駐日スウェーデン大使館が中心になって、1999
年から今回まで６回にわたり、東京を中心にして日本でのプロジェクトを進めています。

ここでは、先ほど申し上げたように、家具であるとか、インテリアデザインであるとか、

その他さまざまな工業製品、あるいはファッション、フードといった、市場に出回ってい

るものの、新しい開発も含めて、スウェーデンの現代におけるデザイン活動をさまざまな

視点で提案しています。このイベントでは、さまざまな場所で具体的な展示をしたり、あ

るいはパフォーマンスをしたり、セミナーを開いたりという活動を行っています。このイ
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ベントのために、スウェーデンからデザイナーや建築家など、さまざまな方々が東京にき

ています。このイベントについては、スウェーデン大使館の中にウェブサイトを開いてい

ますので、それをごらんになっていただいて、皆さんもぜひご参加いただければ大変あり

がたいと思います。 
 もう一つ、この「スウェディッシュ・スタイル」の少し前になりますが、10 月 27 日に「日

経デザイン」誌と提携して、お台場で「ユニバーサル・デザイン展」という展覧会とシン

ポジウムを開くことを計画しています。こういう場所でも、スウェーデンのさまざまなプ

ロジェクト、プロダクト、その他デザインに関する情報を提供していきますので、皆様も

どうぞこちらに足を運んでいただければと思います。 
 この場は私のスピーチをする場ではないので、このぐらいで終わらせていただいて、 
スウェーデン人のアーキテクト、ジャーナリストの方々のセミナーを開催させていただき

ます。どうぞ皆様、ご清聴をよろしくお願いいたします。どうもありがとうございました。 
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●講演１ 
    「スウェーデンの紹介」 
       講師： ペオ・エクベリ （環境コンサルタント） 
 

 
 
 ご紹介いただきありがとうございます。皆さん、こんにちは。私はスウェーデン・日本

の両方における環境コンサルタント、同時に環境ジャーナリストであるペオ・エクベリと

申します。また、先ほどご紹介いただいたＪ−WAVE の「LOHAS SUNDAY」という番組

のナビゲーター、そしてコメンテーターとしても活動しています。毎週日曜日の朝６時か

ら９時の間の生放送です。ぜひ皆さん、聴いてください。Ｅメールとファクスもたくさん

送ってください。よりサステイナブルな東京のための番組なので、ぜひ皆さんにご参加い

ただきたいです。 
 もう一つ、今日､ぜひ発表したいのですけれども、これは決まったばかりなのですが、Ｊ

−WAVE は来月から毎月１日に、実際に風力で番組を放送します。これはラジオ局として日

本初です。クリーンエネルギー、再生可能エネルギーのグリーン・ブロードキャスティン

グ・プロジェクトというかなり面白い動きが始まっていますので、ぜひお聴きください。 
 そして、私は今日、ローベルトさんの通訳を同時にしていきますが、私は建設の専門通

訳ではありませんので、それをご理解いただければ幸いです。ローベルトさんは途中、英

語やスウェーデン語をミックスするかもしれませんが、もしかしたら英語がメインになる

かもしれないので、その時は、気が付いたことがあれば、教えてください。 
 それでは、ローベルトさんの話の前に、現在、スウェーデンで起こっているエコロジー

建設の背景について、紹介させていただきたいと思います。 
 
 
１．現在の地球 
ここから始まりますが、国連調査によると、地球の人口の 16％は先進国の人々です。こ

のデータは皆さんもご存じかもしれませんが、日本人、スウェーデン人、アメリカ人など、

先進国の人口は世界の人口の 16％を占めています。しかし、私たちは現在、地球の資源の

８０％を使っています。 

◆プロフィール 

 1997 年「ワンワールド国際環境ビジネスネットワーク」を設立。 
 環境コンサルタントとして日本全国で環境教育の講演会（対市民､大
学、企業、行政）、環境コラム執筆､テレビ出演などを行う。2000 年冬
から２００１年春にかけて世界一周の環境リサーチを行う。また、南ア
フリカ･ヨハネスバーグで行われた「地球サミット」（ＷＳＳＤ）に参加。
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もしも、世界じゅうの人々が日本人やスウェーデン人と同じライフスタイルになれば、

あと三つの地球が必要だといわれています。 
そして、今、そのことの結果が出ています。皆さんご存じだと思いますが、地球環境の

悪化が起きてきています。具体的には、自然破壊や温暖化の問題が起きてきています。人

間社会に対しては、病気、例えば癌や喘息などが増えたりという現象が起きています。更

に、経済の問題が起こっています。もちろん先進国の中では不景気の問題、世界的なレベ

ルだったら貧困の問題です。それらはすべて、現在、私たち人間が、資源を、自然に返す

以上に取っているからこそ起こっているといわれています。 
 今、世界はバランスが崩れているのですが、こういった持続不可能な世界を考えて、そ

のバランスを取り戻そうと努力している人々が、一方、増えてきています。世界中の行政、

企業、建築家、大学生、主婦、ＮＰＯ、ＮＧＯです。もしも私たちがこの崩れたバランス

を取り戻すことができたら、持続可能な社会が達成できます。要するに、国連の定義でい

う環境（自然）、社会、そして

社会の中の人間、健康、文化、

それに経済のバランスが取れ

ている社会は、持続可能な社

会となります。 
 

Sustainability
持続可能性　

（U.N. / 国連の定義）

Environment
環境(自然)

Society 社会

(人間・健康・文化）
Economy
経済

Earth Today

現在の地球

16% of worlds population use 80% of earths resources 

世界の人口 の16%…資源の80%
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２．ヴィジョン：2021 年までに、持続可能な社会に 
スウェーデンの場合、こういっ

た国連定義に基づいた条約とか国

際的な約束については、国として

非常にまじめに取り組んでいます。

今日のローベルトさんの話は、ヨ

ーロッパの北のスウェーデンの、

それもスウェーデンの首都ストッ

クホルムの話が中心となります。

スウェーデンは国として持続可能

な社会を目指しており、これを

2021年までに達成しましょうとい

うことで、国の政策として具体的

に、一世代以内に、持続可能な社会を達成するというオフィシャル・ポリシーがあります。

そのため、スウェーデンのＮＰＯ、ＮＧＯ、専門家、企業、もちろん行政も含めて、一緒

にスウェーデン全国の大きなジグソーパズルを作りました。全社会を分析して、それぞれ

の社会のセクター、例えば乗り物、エネルギー、水、食品に関して、いろいろな中間目標

を立てて、そして、どういうふうにそれぞれのセクターを持続可能な社会に切り替えれば

いいかということをいつも考えて、2021 年までを目標として実行します。そのジグソーパ

ズルの中の最も大事なピースの一つは、もちろん住宅です。 
スウェーデンは、2021 年までに持続可能な社会を達成するため、こういった 15 の環境

目標を立てています。この目標は、スウェーデン政府の中で定期的にフォローアップしま

す。もちろんこの 15 の目標はすべて住宅に、直接あるいは間接的につながっています。今

日のローベルトさんの話は主に

この四つの部分に関わっていま

す。きれいな空気にしましょう。

有害化学物質のない環境を目指

しましょう。さらに、放射線や

電磁波などが少ない環境も目指

しています。そしてもちろん、

都市型の住宅を考えて、よりよ

い都市、よりよい持続可能な都

市開発を目指しています。 
 
 

Sweden`s Vision:  Sustainable by 2021
ヴィジョン：2021年までに、持続可能な社会

Housing 
住宅

■1996年 (スウェーデン議会)

Sweden in 2021

●

●

●

●
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これは私の今日最後のスライドです。スウェーデン全国を見ると、持続可能な建物、住

宅は非常に増えています。現在、スウェーデンには、エコヴィレッジという環境配慮型集

合住宅、エコホテル、エコ病院などの施設が 200 か所以上あります。こういった持続可能

な建物に関する考え方は一体、どのようなものなのでしょう。そして、持続可能で、サス

テイナブルな住宅の実現は可能なのでしょうか。 
 それでは、今から、エコロジー建設エンジニアである、ローベルト・アブ・ヴェッテル

ステットさんの話を聞いてみましょう。 
 私の話は以上です。ご清聴、ありがとうございました。 

More than 200 ecovillages, ecohotels, ecohospitals...
エコヴィレッジ, エコホテル, エコ病院 （全国・200ヵ所以上）

エコヴィレッジ
エコホテル

エコ病院



 7

●講演２ 
   「持続可能な社会を目指すスウェーデンにおけるエコロジー建築」 
    講師 ローベルト・アブ・ヴェッテルステット 
             （エコロジー建設エンジニア） 
 

 
 
ご招待いただき、ありがとうございます。ＡＰＯの澤さん、ハイライフ研究所の皆さん、

本当にありがとうございます。今日は英語でチャレンジしたいと思いますので、英語がで

きる方は、英語で理解してみてください。「持続可能な社会を目指すスウェーデンの中のエ

コロジー建設」、要するに、「持続可能な建築とライフスタイル」がテーマです。 
 
１．四つの元素 

私はこの 15 年間、「持続可能な

問題」に関する活動をしています。

その中では、「持続可能なライフス

タイル」がいちばん大事だと思っ

ています。持続可能なライフスタ

イルとは何かというと、毎日の中

の行動と判断です。例えば、これ

からの人間は、車に乗るときには

どういうふうに乗ればいいとか、

車をどういうふうに買えばいいと

か、洋服を買ったり、食べ物を買

ったりするときには持続可能なラ

イフスタイルを考えなければいけません。 
まず、皆さんにとって必要なことについて話したいと思います。最初は、四つの元素で

す。火、土、そして水と空気があります。それらの間にいつも何か面白いことが起こって

います。乾燥の問題が起こったり、寒さ、暑さ、そして湿気の問題も起こっています。こ

Robert af Wetterstedt Sweden 8

４つの元素
The four elements

寒さ
Cold

湿気
Humidity

暑さ
Warmth

火　
Fire

空気
Air

乾燥
Dry

土
Earth

水
Water

◆プロフィール 

 1995 年に完成の、社会的に注目を集めたストックホルム市の「世界
初首都内エコビレッジ」プロジェクトの創始者の一人。 
その後、スウェーデン全国の建築の 10 分の１を建築する、スウェーデ
ン最大のハウジング組織「ＨＳＢ」で、環境・天然資源部部長に就任。
現在、スウェーデン政府も顧客である株式会社ＴＹＲＥＮＳ建設コンサ
ルティングの[建築]エコロジー環境マネージャーを務めている。持続可
能な住まいのための国際プロジェクト「東京エコビレッジプロジェク
ト」（2007 年設立予定）のコンサルタントでもある。その他､エコロジ
ープロジェクトに多数参画している。 
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れは私たちに直接つながります。だから

私たちはこれを考えながら、冷房システ

ム、暖房システム、湿気に関するシステ

ムを考えなければいけません。 
 
まず地球です。地球は私たちの家です。

食べ物を与えてくれ、シェルターとなる

ところです。 
 
 

 

 
そして水です。地球の面積の７０％は水です。

飲むことができる水は１％以下です。数百万年

前から全く同じ水です。 
三つめの元素は空気です。空気は 78％の

窒素と 22％の酸素で成り立っています。空気

は私たちにとって不可欠なものです。空気は無

料で手に入るので、私たちがよく忘れてしまう

元素です。 
四つめの元素は火です。ここに書いてあると

おりで、１秒間に太陽が作り出すエネルギーは、実際に人類が生まれてから消費したすべ

てのエネルギー量よりも多いのです。 
 
 
 
２．三つのスキン（肌） 

Robert af Wetterstedt Sweden 9

Earth

私たちの家、
食料を与え、シェルターとなる所

Our home were we get food 
and shelter

Robert af Wetterstedt Sweden 10

地球の面積の70％は水

１％以下は飲むことができる水
数100万年前から同じ水

70 % of the earth surface is covered by water
less than 1% is drinking water

It is the same water since million of years

Water

Robert af Wetterstedt Sweden 11

空気は、78％の窒素と22％の酸素
空気は私たちに不可欠なもの

Air contains 78 % nitrogen och 22 % oxygen
Air is our most common provisions 

Air

Robert af Wetterstedt Sweden 12

1秒間で太陽が作り出すエネルギーは、

人類が生まれてから消費した
すべてのエネルギー量よりも多い。

In one second the sun 
gives away more energy 

then mankind have consumed
during its entire time on earth   

Fire
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今日のテーマは主に住宅です。

住宅について説明するとき、よ

く三つのスキン（肌）といった

話し方をします。一つ目のスキ

ンは、直接、体についている皮

膚です。二つ目のスキンは、私

たちの服です。三つ目のスキン

は、私たちの家です。その三つ

のスキンはもちろんすべて呼吸

しなければなりません。 
 
 

 
このスライドは、英語では「リニ

ューアル・ハウス」と呼ばれていま

す。要するに、ワンウェイ型の家で

す。家に取り入れるのは、エネルギ

ー、きれいな空気、きれいな水、そ

して物質です。使い終わったら、例

えばエネルギーは、結果としてエネ

ルギーのロスになります。汚れた空

気、汚れた水、そしてゴミになりま

す。 
 
私たちがこれからやらなければい

けないことは、循環を作ることです。

ワンウェイ型の家ではなく、環境循

環型の家です。エネルギー、空気、

資源、水の循環を作らなければいけ

ません。 
 
 
 
 
 
３．経済の循環（将来の計画を立てるとき） 

Robert af Wetterstedt Sweden 13

3つのスキン（肌）
The three skin　

1. 皮膚　Skin

1      2       3

2. 服　Clothes

3. 家　House

Robert af Wetterstedt Sweden 14

「ワンウェイ家」
The linear house

きれいな空気
Fresh air

エネルギー
Energi　

エネルギーのロス
Lost of energy

汚染した空気
Polluted air

きれいな水
Clean water

汚れた水
Wastewater

物質
Material

ごみ
Waste

Robert af Wetterstedt Sweden 15

環境循環型家
The (nature) cycled house

空気の循環
Air Cycleエネルギーの循環

Energy Cycle

水の循環
Water Cycle

資源の循環
Material Cycle
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現在の最も大きな話題の一つ

は経済の循環です。これからその

経済の循環について紹介したい

と思います。企業は経済スパンを

とても短期的に考えています。計

画を立てるときには長くても３

～４年しか考えません。短いとき

には、もしかしたら３か月、４か

月、12 か月しか考えません。 
 
 個人の経済スパンですが、自分

の経済計画を立てるときには、大

体一世代か、多くても二世代先を考えます。自分のためだけではなく、やはり次の世代、

私たちの子どものための経済も考えます。 
 私たち人間が短期的な計画しか立てなければ、結果は自然の中には出てきません。環境

の経済スパンの場合は、100 年先、1000 年先を考えないと結果が出ません。皆さんの家を

計画するとき、例えば設計図などを作るときには、30 年先などを考えずに、やはり 100 年

先、1000 年先を考えてほしいのです。 
 
これから幾つかの写真とイラストをお見せしたいと思います。日本に来る数週間前にこ

のイラストを見つけました。これは秩父で発見されたものだそうです。世界で最も古いと

考えられる人工的な建築物です。調査データが正しければ、これは人間によって造られた

建築物で、50 万年前からのものと考えられます。これは、地元で見つけやすい建材で造ら

れた建築物といえます。 
これは織ったウールでできたシベリアの家です。Jurta という所です。この建材は、飼っ

ている動物の毛などです。そして、移動することができる、運ぶことができる家です。 
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経済の循環（将来の計画を立てる時）
Economical cycle -- when planning for the future

企業の経済スパン
Company Economy

– 3ヶ月　3 month

– 4ヶ月　4 month

– 12ヶ月　12 month

– 20ヶ月　20 month

– 3年　3 years

– 5年　5 years

個人の経済スパン
Personal Economy

– 20年（1世代）
20 years (1 generation)

– 40年（2世代）
40 years (2 generations)

環境の経済スパン
Environmental Economy

– 100年
100 years

– 1000年
1000 years
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これまでに発見された
最古のシェルター
The oldest known built shelter

世界で最も古いと考えられる人工的な建築物が東京北部の秩父で発見されている。
Japanese archaeologists have uncovered the remains of what is believed to be the world's oldest artificial 
structure, on a hillside at Chichibu, north of Tokyo.

「調査データが正しければ、これが人間によって作られた建築物で50万年前からのも

のとなる。」
"If this is correctly dated and correctly interpreted, it is the first good evidence from 500,000 years ago of a 
hut structure made by these people." 
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織ったウールでできたシベリアの家

Jurta in Siberia by twisted wool
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これも持続可能なビルの一つの事例ですが、紀元前 2500 年に石灰で造られたピラミッド

です。この建材、石、石灰自体は近くにあったものです。地元の建材、素材です。 

 
これは木造の教会です。1000 年前に造られた教会です。ノルウェーにあります。この建

材は木で、その木はこの建物の裏の方にあります。先ほどと同じように、地元で採れるも

のを使っています。これは木でできて、部分的に壊れた部分が現れれば、それを取り外し

て、また新しい木材を入れていきます。 

 
これはアフリカのマリにある世界最大の土でできたモスクです。これは毎年再建されてい

る建物です。なぜかというと、毎年、梅雨のころにこの土の素材がどんどん壊れてしまう

からです。だから、毎年再建しなくてはならないのです。 
そして、建物の歴史の最後の写真ですが、2000 年の東京です。私がこれを見るときにい

つも考えるのは、1000 年先、2000 年先には、どんな東京になっているかということです。 
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紀元前2500年に石灰で作られたピラミッド

Cheop pyramide built by lime 　Cairo 2500 BC
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木造の教会

Church 
built by wood

ノルウェー

西暦1000年
Norway　1000 AC
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世界最大の土でできたモスク
Worlds largest clay mosque

ティンブクトゥ・マリ　-- 毎年再建されている
Timbuktu Mali  -- rebuilt every year

Robert af Wetterstedt Sweden 22

2000年の東京
Tokyo 2000 AC
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４．The power of changing 変化のステップ 

現在のあるシステムから持

続可能なシステムへ変化する

ときの変化のステップ、持続

可能な社会に切り替えること

は、そう簡単ではないのです。

持続可能な発展を作らなけれ

ばいけないのですが、そこま

で達成するには時間がかかり

ます。第１のステップとして

は、やはり知識を得なければ

いけません。知識を得た後、

Insight（ひらめき）を得ます。

日本では「なるほど」という

ことです。その次に、Creativity（創造力）と Initiative（イニシアティブ）の段階に進み

ます。そして、最も大事な段階ですが、それを実行することです。実行しなければいけま

せん。その後は、持続可能な発展を達成しやすくなります。 
 しかし、持続可能な発展を達成しても、ほかの場合でも同じですが、やはり知識は 10 年

ごとに繰り返し学び直さなくてはなりません。日本語では「失敗は成功のもと」ですね。

だから、いろいろなミステイクから学んで 10年ごとにまた繰り返していくことが重要です。 
 
５．環境の歴史 
次に､環境の歴史について話したいと思います。環境の歴史はまだ、約 50 年しかありま

せん。例えば、1948 年、ＤＤＴの発明者がノーベル賞を受賞しました。ＤＤＴは、ご存じ

かもしれませんが殺虫剤

に使われている化学物質

で、ＰＣＢと似たような有

害化学物質です。現在、私

たちの家の中には、ＰＣＢ

が建材のなかに含まれて

います。 
 また、1962 年、『Silent 
Spring』（著者：レーチェ

ル・カーソン）日本語では

『沈黙の春』と訳されてい

ますが、これが出版されま
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The power of changing
変化のステップ

Knowledge　
知識

Sustainabe devolopment
持続可能な発展

Get something done
実行

Creativity　
創造力

Initiatiative　
ｲﾆｼｱﾁﾌﾞ

Insight　
ひらめき 10年
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Environmental History
環境歴史

• DDT – The inventor got the Nobelprice 1948 (similar to PCB)
• Silent Spring  (book) – Birds dies of seed of sowing 1962
• Minamata - Mercury outlet to water in Japan 1968
• Bohpal (Union Carbide) – Gas outlet in India 1984
• Chernobyl – Nuclear reactor 1986
• Exxon Valdeze – Oiltank Alaska 1989

• WWF – 1961　
• Greenpeace – 1971
• UN:s 1st environmental confernce – Stockholm Sweden 1972
• ISO 14001 – 1996
• Kyoto Protocol - Global co² 2005
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した。鳥が種を食べて、その種の中に有害化学物質の一つ、水銀が入っていて、それで鳥

が死んだことについての本です。 
 そして、日本では「水俣」がありました。1968 年、海水に水銀が流れ出た事件です。イ

ンドのボパールという所では、1984 年、ガスの事件が起こりました。チェルノブイリの原

発爆発事件は 1986 年です。皆さんも覚えているかもしれませんが、エクソン・バルデズの

石油の事件は 1989 年に起こりました。 
 その悪い環境の歴史の後で、1961 年と 1971 年に、世界の有名な環境保護団体、ＮＧＯ

の、ＷＷＦとグリーンピースが設立されました。そして国連の第１回世界環境会議（地球

サミット）が 1972 年にスウェーデンの首都ストックホルムでありました。 
 企業や行政の場合、環境マネジメントシステム、ＩＳＯ14000 シリーズが 1996 年からス

タートしました。そして 2005 年、とても重要な京都議定書が発効しました。今年の２月で

した。 これは本当に短い歴史です。たったの 50 年間です。しかし、我々の環境の歴史を

忘れないでください。 
 
６．Cycle of a building 建設の循環 
これはとても大事なイラ

ストだと思います。「サイク

ル・オブ・ビルディング」、

建設の循環です。建物を建設

するとき、まずは資源、原料

が必要です。次に、工場の中

で生産が起こり、我々の家の

ための建材が生産されます。

そして次の段階として、私た

ちの建物の建設が始まりま

す。生産から建設まで、この

段階は非常に短くて、約１年

間です。 
 そして、次の段階は、私たちの家を利用する時間です。どのくらいこの家を利用したい

かを考えることが必要です。日本では、利用する時間はもしかしたら 30 年、スウェーデン

では 50 年といわれます。しかし、スウェーデンでは、50 年を目指していますが、実際は、

それよりもっと長く家を使っています。 
 家を使い終わったら、取り壊すことになります。この段階で考えることも、とても重要

です。今までは、ワンウェイ型の家でした。取り壊した後のことはあまり考えていなかっ

たのですが、持続可能な住宅の場合、ここの段階の後も考えなければいけません。つまり、

取り壊すときに建材をリユースしたり、あるいはリサイクルしたりすることが必要です。 
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Cycle of a building
建設の循環

Supply of
raw
materials
資源

Production
生産

Build
建設

Use
利用

tear down
取りこわす

Recycleリサイクル Reuse リユース
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７．持続可能な住まいのための七つの柱 
持続可能な住まい、あるい

は持続可能なコミュニティ

を作るのに、それを計画する

ときに必要な七つの柱があ

ります。 
 まずは、英語では Physical
といいますが、要するに「環

境の柱」です。家自体、エネ

ルギー、水、技術、食べ物な

どを考えなければいけませ

ん。そして、「経済の柱」で

す。ファイナンスや知識、法

律などが含まれます。「生物の柱」は、エコシステム、つまり生態系、そして動植物の種類

も含まなければいけません。「組織の柱」は、インフラ、いろいろなサービス、コーポラテ

ィブのオーナーシップなど、そういった考え方です。「社会の柱」は、例えば住人、住宅の

中、あるいはエコヴィレッジの中に住んでいる人たちと社会のつながり、関係、学校、そ

して仕事のことです。「歴史・文化の柱」は、伝統、いろいろなセレモニー、祭りなどもこ

この中に入っています。そして、忘れてはいけないのが「美の柱」です。これは、目で見

るもの、美しいかどうか、そして音、騒音公害などです。もちろんデザインもこの美の柱

に入っています。これらは、英語でいう、Holistic Thinking という考え方です。日本語で

は包括的な、全体、丸ごとという考え方ですが、この包括的な Holistic Thinking による七

つの柱が、持続可能な住まいを作るためには必要となります。 
 
８．ストックホルムの事例 

私が関わったプロジェクトの

四つの事例を紹介したいと思い

ます。スウェーデンの首都スト

ックホルムのプロジェクトです。

これはストックホルム郊外とス

トックホルム中心部です。私が

関わった四つのプロジェクトは、

すべてストックホルムの中心部

の近くにあります。 
 首都の中にある「エコヴィレ

ッジ」について話したいと思い
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持続可能な住まいのための７つの柱
7 Resources to create a sustainable community

• House, energy, water, technology, food

• Visual, sound

• Ecosystem, species 

• Infrastructure, service, cooparative

• Relations, school, work 

• Traditons, ceremony, art, music

• Finance, knowledge, law

例

•環境の柱 Physical

•経済の柱 Economical

•生物の柱 Biological

•組織の柱 Organizational

•社会の柱 Social

•歴史・文化Historical

•美の柱 Aestethical
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首都ストックホルム（スウェーデン）
Stockholm Sweden

Wonderhill
首都内エコヴィレッジ

Hammarby sjöstad
エコロジー都市開発プロジェクト
「ハンマルビー・シェースタド」

South city
「サウス・シティ」

Enskede
エコロジーリフォーム
「エーンシェーデ」
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ます。これが、これからの主な話

になります。「ハンマルビィ・シ

ェースタド」というのはエコロジ

ー都市開発プロジェクト、「サウ

ス・シティ」は工場をモダンなオ

フィスビルに切り替えた、リフォ

ームしたプロジェクトです。そし

て、私たちが現在住んでいる家、

エーンシェーデにあります。ちょ

っと中心から離れている所にあ

るのですが、これらを紹介したい

と思っています。 
これは、首都内のエコヴィレッジ、「ワンダーヒル」と、今日の参加者の中の何人かは聞

いたことがあるプロジェクトの「ハンマルビー・シェースタド」、そして「サウス・シティ」

の工場からオフィスにリフォームされ

たビルと、私が住んでいる家です。 
 
９．世界初の首都内エコヴィレッジ 

「Wonderhill is a living dream」と

書いています。何人かはその意味が分

かっていると思いますが、「生きている

夢」ぐらいの意味です。以前、この首

都内のエコヴィレッジはただの夢でし

たが、実現することに成功しました。

10 年前から建てられたエコヴィレッジ、

集合住宅です。このエコヴィレッジに

は 44 世帯が入っています。 
 
このエコヴィレッジを計画したとき、

こういったPlan of circleを作りました。

これは「組織の柱」に所属しているも

のです。ここは私たちが手に入れた土

地です。どうやって家を建てたいか、

造りたいか、それはやはり、土地が手

に入る前にはなかなか分かりにくいで

す。この手に入った土地の面積は３万
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Wonderhill, Hammarby sjöstad
South city, Enskede

首都内エコヴィレッジ Wonderhill
エコロジー都市開発プロジェクト
「ハンマルビー・シェースタド」

サウス・シティ

エコロジー
リフォーム
「エーンシェーデ」
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”Wonderhill”
is a living dream
世界初の首都内エコヴィレッジ
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Plan of circle
（組織の柱）
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5000 平方メートルです。 
 土地は手に入ったけれど、どんな土地、どんな環境、どんなランドスケープがあるかを

チェックし、分析して、確認しなければいけません。私たちは、民主的に、一緒にいろい

ろな計画を立てました。そして、まず、私たちはみんな一緒に、外側はどんなデザインが

いいかということを決めました。家の外観ができてからは、家の中の計画です。「組織の柱」

の大事なポイントの一つは、住む人たちは、住むアパートはどのような形の部屋が欲しい

のか、住民の希望に合わせた部屋やサイズやスタイルなどの決定は、ここでの計画の中に

含まれました。 
 この土地は、もともと森がたくさんあって、緑にあふれていました。だから、この 44 世

帯を造るときには、きるだけ緑を壊さないような建て方をしました。これを見てください。

蛇の形のようですね。一般的な集合住宅だったら、多分、真っすぐになっていたでしょう。 
 また、スウェーデンでは非常に珍しいコモン・ハウス（公民館）も造りました。そこに

は、住んでいるいろいろな人たちが会うことができるスペースを準備しました。 
 そして、家の中のいろいろな技術です。物質、空気、換気、エネルギー、水に関するシ

ステムと技術です。外に出すものはもちろん排水とごみです。また、私たちはここに住み

始めてから、農家と契約して、エコロジカル・フード（有機栽培、オーガニック・フード）

が手に入りやすいようなシステムを作りました。 

 
これはランドスケープ（土地形状）です。そして家です。スウェーデンでは一般的に、

自然があっても、そのまま伐採してアスファルトをかけて真っすぐの建物を建てるのです

が、私たちはできるだけ緑を保護したかったので、建物を自然に合わせた造り方にしまし

た。ここは流れている水ですが、それがもともとあって、そして私たちがこの池を計画し

ました。また、できる限りこのエリアの中に車が入らないように、エコヴィレッジの外に

駐車場を造りました。 
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The landscape
（生物の柱）自然に合わせること
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Under construction
建設中
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建設中のスライドです。最も大事なポイントの一つは、健全な、健康的な家を造ること

でした。だから、ほぼすべての建材が自然素材です。外側も、家の中も、自然素材のペン

キしか使いませんでした。ここはまだニスやペンキなどを塗っていないのですが、先ほど

紹介した公民館ではもう塗りました。そのペンキの原料は具体的には塩です。この塩でで

きたペンキは、スウェーデンでは 100 年前にも使われたものですが、とても安いペンキで

す。この公民館全体にペンキを塗ったコストは、わずか 10 クローネ（約 150 円）でした。

ペンキを塗った後、しばらくしてからまたペンキを塗らなければいけない場合が多いので

すが、この塩が含まれているペンキの場合、一生塗り直さなくてもいいということです。

いつまでももつわけです。 
エネルギーのシステムです。これは

ソーラー・パネル、温水器です。これ

はペレットで暖房に使います。今まで

スウェーデンでは、地域暖房システム

と呼ばれているものですが、石油を燃

やして、お湯をセントラル・ヒーティ

ング・システムとして暖房に使うため

に家の中に送っていました。それを切

り替えて、林業から出る「おがくず」

を圧縮したペレットのタブレットを入

れた、バイオマスの暖房システムを最

初から導入しました。スウェーデンの冬はとても寒く、しかも長いです。この温水パネル、

そしてバイオマス・ペレットのボイラーのおかげで、ヒート・ポンプを通って、家の中の

壁につけたラジエーターを通して暖房になります。 
 このヒーティング・システムを、丸太を燃やすファイヤー・プレースにつなぐことも可

能です。私たちは契約して、100％グリーン・エネルギー、再生可能エネルギー、風力の電

力を使っています。このエコヴィレッジの中では、電力は 100％風力です。100％再生可能

エネルギーの集合住宅です。 
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The energy system
（環境の柱）　エネルギー

100％グリーン（再生可能）エネルギー：風力やバイオマス
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Sewage system
（環境の柱）　水（下水）　
大と小を分けて、肥料として使う（小）
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Separation system
分別トイレシステム

大と小を分けて、肥料として使う（小）
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下水のシステムですが、きれいな水は町のインフラから取り入れます。そして、家の中

のトイレは、便器自体を分けています。日本では、例えば空き缶とガラスとペットボトル

を分けていますが、それと同じです。これは「小」と「大」を分けています。「小」はパイ

プを通ってタンクに入り、農家がそれを肥料として使います。そして、バイオロジカルな

下水処理場がこのエリアにつながっているのですが、そこにこのパイプを通して「大」が

行きます。そして、水がこの池を通ってきれいになります。スウェーデンでは非常に厳し

い法律というか制限があって、水は、最終的な池に流れたら、もう飲むことができるほど

きれいになっていなければいけません。そうでなければ、スウェーデンではこのようなシ

ステムは許されません。 
 
「環境の柱」ですが、ごみ分別シ

ステムです。家の中のシステムはこ

こです。家の中では、ここの扉を開

けたらこういった感じになってい

ます。これはペーパー紙です。これ

はエネルギーにリサイクルします。

そして、ここはコンポスト、生ごみ

を入れます。ガラスなどを入れます。

ここで分けています。 
 そして、この住宅地の中には共同

分別の場所があります。図表の右側

の写真です。24 時間開いているシステムですが、台所で分別されたものがいっぱいになっ

たら、みんなここに来て、グラスとか紙とかコンポスト、生ごみを入れます。そして、そ

れは自治体によって回収されます。 
 
これは「プライベート・フレ

キシブル・アパートメント」と

呼ばれていますが、「組織の柱」

と「経済の柱」につながってい

る、住む人の希望に合わせると

いうことです。ここに住んでい

る人たちは、どういうふうな形

の部屋が欲しいか決めること

ができます。建築家と一緒に、

そこに住んでいる住民がこの

スタイルを決めました。建築家
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Waste Separation system
（環境の柱）　ゴミ分別システム

共同分別所

キッチン

Robert af Wetterstedt Sweden 37

Private flexible apartment
（組織の柱・経済の柱）　住む人の希望に合わせる
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が勝手に決めて設計したものではなく、

住んでいる人たちと一緒に、民主的に

これを決めました。 
 例えばこの家族の家ですが、妻はア

ーティストなので、アトリエが欲しか

ったのです。それを造りました。夫は

ミュージシャンなので、音楽のための

部屋、ミュージック・ルームを造りま

した。 
これは家の中です。壁に塗ってある

ペンキです。ペンキはもちろんすべて

自然素材です。実際、このペンキは、

麻の油（リネンオイル）と卵を混ぜて

作ったペンキです。天井、床、そして

窓のフレームはすべて木造です。 
 
これはコモン・スペース（公民館）

で、共有スペースです。「ソーシャル・

リレーションシップ」、つまりお互いの

よりよい関係を作っていくための場所

です。また、何かパーティをやったり、

ミーティングをやったりするための所です。この共有スペースは「社会の柱」です。 
 スウェーデンでは、このエコヴィレッジの価値がかなり上がりました。とても人気の所

です。10 年前に建てたときと比べたら、現在その価値は 10 倍です。うわさで聞いたのです

が、日本では、住宅は車と同じように、時間がたてばたつほど価値が失われます。しかし、

スウェーデンでは、本当によい家、エコロジー的な家を建てれば、時間がたてばたつほど

価値が上がります。実際に私は２年前までここのエコヴィレッジに住んでいたのですが、

引っ越したとき、最初の値段の 10 倍で販売しました。 
 
 
 
 
 

Robert af Wetterstedt Sweden 38

Private flexible interior and paint etc
インテリア、ペンキなど

Robert af Wetterstedt Sweden 39

Jointly-owned 
facilities

（社会の柱）共有スペース
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10．スウェーデン最大エコロジー都市開発プロジェクト「ハンマルビィ・ショースタド」 
 
今日はこの話をするためにここに来

ました。話の内容としては、よい事例

はもちろん大事ですが、失敗事例も取

り上げたいと思っています。例えば「ハ

ンマルビィ・ショースタド」、この都市

開発プロジェクトの場合は、計画と比

べてエネルギーの使用量がかなりオー

バーしてしまいました。このエリアで

は、エネルギー・コストのコントロー

ルを失ってしまいました。なぜかとい

うと、デザインに集中しすぎた開発プロジェクトだったからです。最近測ったら、実際の

エネルギー使用量は計画段階と比べて２倍になっていました。だから、皆さんも、例えば

設計図などいろいろ計画する段階で、将来どのぐらいのエネルギー使用量にしたいかをき

ちんと考えてほしいのです。 

 
これはよい事例です。「ハンマルビィ・ショースタド」では、生ごみを回収してそれをバ

イオガスに切り替えます。これは車の燃料になりますし、台所のガスコンロもバイオガス

コンロになっています。 
これは私が実際に「ハンマルビィ・ショースタド」で関わった仕事ですが、カーシェア

リング・システムを導入しました。もともと計画段階で、一般の開発プロジェクトと比べ

て駐車場はより少なく計画しました。最終的には、このプロジェクトには、２万 5000 人が

住むそうです。 

Robert af Wetterstedt Sweden 41

Biogas from waste
生ゴミから車の燃料へ（バイオガス）

Robert af Wetterstedt Sweden 42

Carpool
カーシェアリング

Robert af Wetterstedt Sweden 40

Hammarby Sjöstad
スウェーデン最大エコロジー都市開発プロジェクト

「ハンマルビー・シェースタド」
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11．「サウス・シティ・オフィス」 
次のプロジェクトですが、これは

ストックホルムの中心から南の方の

「サウス・シティ・オフィス」と呼

ばれているものです。この建物は、

もともとソーセージの工場だったも

のをオフィスビルに切り替えたとい

うか、リフォームしたものです。こ

こで私がかかわった仕事は、すべて

の建材の安全性や環境的なチェック

です。すべての建材を１個ずつチェ

ックして、確認して、どこまで人間

と環境に良いか、悪いか、すべての建材をリストに載せました。数千種類の建材がありま

した。この安全性に関する環境的なチェックのおかげで、より環境配慮型のビルができま

した。そしてオーナーが２年後、この建物を販売したときは、２倍のお金をもらえました。 
 
12.私の家 
最後の事例ですが、私の家です。

これは典型的なスウェーデンの家

です。75 年前からの家で、ほぼ木

造です。100％グリーン電力です。

ヒート・ポンプがあって、地下約

200 メートルの深さの所にそのパ

イプがつながっていて、山のほうか

ら熱を取り入れます。これは地熱、

スウェーデン語では「バリバルメ」

と言いますので、「山からのエネルギー」、「山熱」という意味です。 
 最新の技術では、ソーラー・パネル、温水器があります。これで夏、水を温めます。夏

の間に、その水をどんどんこのパイプを通して山の下に入れます。そして寒い冬に、その

熱を保った温かいお湯をまた取り入れて、セントラル・ヒーティング・システムとして使

います。ここで強調したいことは、古い建物、昔からの建物と、最近のモダンな技術を一

緒に合わせることが可能だということです。 
 これはサステイナブルなライフスタイルの一つの事例ですが、これは私のエタノールで

動く車です。要するにバイオマスです。エタノールは、例えば圧縮した木やおがくず、葉

っぱなどから出る油などをアルコールに切り替えたものです。だから、面白い言い方です

が、「葉っぱや木で走る自動車」です。 

Robert af Wetterstedt Sweden 43

Office at south city
サウス・シティ　オフィス

・Old buildning 
rebuilt to office

・All materials was 
environmentally 
checked

Robert af Wetterstedt Sweden 44

Villa in Enskede
私の家

Energisystem
エネルギー

• 100 % green el.
　　100％グリーン電力

• Solarpanels
　　ソーラーパネル

• Groundheating　
　地熱（山からのエネルギー）

200 m

Heat 
pump

Ethanol Car （バイオマス自動車）

Solar 
panels
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13．シックハウス現象 
少し、ＳＢＳ（シックハウス現象）

について話したいと思います。シッ

クハウス現象の原因はたくさんあり

ます。例えば、気温や排出物はその

最たるものです。もちろん家の中に

はほこりがあったり、汚れた空気も

入ってきたりします。それらを原因

として人々がアレルギーで苦しんで

います。ほかにこのシックハウスに

影響するものは、騒音や二酸化炭素、

そして光、電磁波、湿気などがあり

ます。湿気や水分などは、シックハ

ウスに最も影響を与えやすいもので

す。 
これは 1986 年にすでに出ていた

健康に関する事実です。図表の左側

に並んでいる細菌、ウイルス、かび、

ダニ、ぜんそく、オゾンなども入っ

ていますが、こういったものがいち

ばん影響しないのは湿気が 50％のと

きです。自然素材で家を建てると、

湿気は自然に大体この 50％のバランスが取れます。 
 
14．環境の「赤字」 

これは、幾つかの「環境の赤字」

の事例です。 
 アスベストは、スウェーデンでは

30 年前から禁止になっています。し

かし、30 年前までの家にはアスベス

トがまだ含まれています。それを取

り壊すときに、もちろんアスベスト

も処理しなければいけないので、そ

の改修や回復には非常にお金がかか

ります。高いものにつきます。それ

は「環境の赤字」と呼ばれています。 

Robert af Wetterstedt Sweden 45

What cause SBS?
シックハウス現象

• Temperature　
気温

• Air (poluted)　
汚れた空気

• Audio (sound)
音

• Light　
光

• Moisture　
湿気

• Emission　
排出物

• Dust　
埃

• Carbon dioxide　
二酸化炭素

• Electromagnetic fields
電磁波

Robert af Wetterstedt Sweden 46

Environment Health Perspective, Vol.65, 1986
健康

Germs
細菌

Virus
ウィルス

Mould
カビ

Mite
ダニ

Infection
感染病

Asthma
喘息

Chemical
Interaction
化学反応

Ozon
オゾン

Robert af Wetterstedt Sweden 47

Environmental debts
環境の「赤字」

• （アスベスト） Asbestos – insulation

• (水銀) Mercury– fluorescent-lamps, electronic components

• (鉛) Lead– battery, watersystem

• (カドミウム) Cadmium– battery, coulor

• （塩ビ） PCB – joint, past, electronic components

• (難燃剤) - Bromerade Flamskyddsmedel – computers,    
electronic components

• (フタル酸エステル類) Ftalates - 　softmaker in plastic 



 23

 水銀は、例えばこの蛍光灯の中や

電化製品の中などにまだ使われてい

ます。また、水のシステム（排水の

ためのパイプ）やバッテリーの中に

は、鉛が含まれています。そして、

現在もまだ、バッテリーの中にはカ

ドミウムが含まれていますが、30 年

前にはペンキにも含まれていました。

塩ビは 1980 年から禁止になりまし

たが、まだジョイントや電化製品の

中に見られます。そして、あと二つ、

難燃剤とフタル酸エステル類も同じように環境悪化につながっている物質です。 
これらの有害化学物質は法律でほぼ禁止になりました。まだ禁止になっていない有害化

学物質の削減リストの作成には、ＨＳＢというスウェーデンのＮＰＯ、スウェーデン最大

の建設組織で働いていたときに実際に、私も関わりました。スウェーデン全国の住宅の 10
分の１は、ＨＳＢが造りました。このトップ 10 の有害化学物質の削減リストは、1990 年

代の終わりごろにＨＳＢが作り出したものです。これを出したとき、当時の銅産業は非常

に怒って、ＨＳＢと私は裁判所に訴えられました。しかし、私たちは勝ちました。現在、

このリストは建設業界の中で使われています。 
 
15．自然素材・建材から合成素材・建材へ 

とても大きな問題の一つは、私

たち人間が自然素材から合成素

材に切り替えると何が起こるの

かということです。人間は約 50
年前から合成の素材、建材を使い

始めました。私たち人間は、この

合成物質、建材を、そのまま 2050
年までも、ずっと将来まで使い続

けるか、止めるか、削減するか、

どうするのでしょうか。現在使っ

ている物質は、50 年後も、例え

ばビルを取り壊すときなどに扱

わなければいけません。そのときに何が起こるのでしょうか。 
 

Robert af Wetterstedt Sweden 48

Avvecklingslistan
「有害化学物質削減リスト」　

Top10有害物質のリスト

① Bromerade Flamskyddsmedel   難燃剤

　　（建材、断熱材など）

② Ftalater　フタル酸エステル類

　　（ペンキ、接着剤、ニスなど）

③ Bly　鉛
　　（ペンキ、プラスチック、電気ケーブルなど）

④ Koppar　銅
　　（水道のパイプ、屋根など）

⑤ PVC　ポリ塩化ビニル

　（プラスチックの床、パイプ、電気ケーブルなど）

⑥ Bisfenol A  ビスフェノルA
　（ペンキ、プラスチック、ガラスなど）

⑦ Klorparaffiner　 クロロパラフィン

　（ペンキ、接着剤、ゴムなど）

⑧ Isotiazolinoner　インチアゾリン

　（ペンキ、接着剤など）

⑨ Isocyanater イソシアナート

　（接着剤、ニスなど）

⑩ Nonylfenoletoxylater ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙｴﾄｷｼﾚｰﾄ
　 　　　　　（プラスチックなど）

Robert af Wetterstedt Sweden 49

From natural material
to synthetic material

自然素材・建材から合成素材・建材へ

1900年 1950年 2000年 2050年

natural material  natural material  natural  material

synthetic material  

synthetic material  

synthetic material 

?

?

自然素材

合成
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16．空気は私たちに不可欠なもの 
 
ここで、空気について話したい

と思います。空気は私たちに不可

欠なものであるということを忘

れないでください。私たちが日常

生活の中で吸う空気を見ると、食

べ物や飲料を通して、あるいは外

や旅行中に吸う空気などと比べ

ると、家の中で吸う空気のほうが

多いのです。 
 
 
建築家として計画段階のときに考えなければいけないことは、掃除しやすい部屋などを

造ることです。これは非常に大事です。今日の途中の写真を覚えているでしょうか。これ

は暖房システムのためのヒート・ラジエーターです。壁につけているものです。ここに暖

房のための温かいお湯が入ってきます。こういうパネル・ラジエーターでも、取り外しや

すい造り方にすることよって家の中が掃除しやすくなります。セントラル・システムの掃

除機を壁につけて、見えない所に集塵機を設置して、１か所にほこりを集めます。 
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Air is our most common provision
空気は私たちに不可欠なもの

Air in house

Air in common premises (local)

Air / industry

Air / outdoors　空気・野外

Liquid

Food

Air / travel

食べ物

飲料

野外

空気・旅行

空気・産業

空気・公衆の場

家の中の空気

Robert af Wetterstedt Sweden 51

Built easy to clean
掃除しやすい作りかた．．．
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17．エコロジー建設・五感 
今日の最後のイラストです。 
建築家としていろいろな計画を立てるときには、五感も十分、考えてほしいのです。だ

れにでも関係あるのは、音、臭い、感じること、目で見ること、そして、味です。そのよ

うな五感を考えることが重要です。 
 以上で私の話は終わります。ありがとうございました。 
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The five sences
エコロジー建設・五感

Taset

Smell Sight

Feeling

Sound
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●質疑応答 
 
（Ｑ１）  

「ハンマルビィ・ショースタド」プロジェクトでは、エネルギーが計画よりも２倍ぐ

らいに増えてしまったということですが、特にどんなデザインをしたことによってエネ

ルギーの消費が増えてしまったと思われますか。 
 
（ローベルト）  

このプロジェクトでは、エネルギーに関するシステムよりもデザイン性をすごく強調

したので、いろいろなエネルギー・システムの費用対効果を忘れてしまいました。ここ

のプロジェクトの中では、例えばガラス窓がとても広く大きくて、格好いいです。しか

し、中の暖房などがせっかく温まったときに、その熱が逃げてしまいました。しかも建

材の一部がアルミやスチールなので、皆さんもご存じだと思いますが、スチールやアル

ミは熱や寒さをけっこう通しますから外の寒さが入ってしまいました。こういう知識は

皆さん、持っています。昔からこの知識はあります。しかし、建築家はデザイン性を強

調して、建設会社はそれに従わなければいけなかったので、結果は良くなかったのです。 
 
（Ｑ２）  

今のプロジェクトは、２年前に、このハイライフ研究所がセミナーで、採り上げたテ

ーマでもあります。今のお話は大変興味深いのですが、２倍にはね上がったコストに対

して、例えばディベロッパーが、サッシやガラスなどをどのように改善してコストを下

げるような努力をされているのか。それがもしされていないとしたら、ここに住んでい

る人たちはその２倍のコストに対してどういう負担をしているのでしょうか。 
 エネルギー・コストが２倍にはね上がっているということは、ここは確か、分譲住宅と

賃貸住宅と二つあると思いますが、当初、建築途中の時代にここに住んだ人たちはその

ことを知らない訳ですね。２倍のコストがかかるということは知らない訳です。住んだ

ことによって２倍に上がったことに対するコストはだれが負担をしているのか、ちょっ

と教えてください。 
 
（ローベルト） 
  これはとても大きな問題で、あまり話さないことなのです。少しこのプロジェクトに

関する批判になりますが、質問に答えたいと思っています。まず、やはり建築家のせい

です。その次は、建設会社もそのままこのプロジェクトを進めたので、彼らももちろん

責任を執らなければいけません。例えば私の友人はここの中、「ハンマルビィ・ショース

タド」に住んでいて、彼らが結局そのコスト負担をしなければいけません。現在、電気

代などは２倍になってしまいました。 
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 このコストやエネルギー使用量を削減する方法ですが、やはり建ってしまってからでは

少し遅すぎます。ある程度までは削減できます。例えば部屋の中の電気を消したりとか。

でも、本当にわずかなものです。全体的に考えると本当に少なすぎるので、やはり最初

から正しい造り方をしないと、こういう問題は結局、解決できません。 
 ヨーロッパでは、来年の１月から新しい法律を導入する予定です。どんな建物でも「エ

ネルギー・デクラレーション（energy declaration）」をしなければいけなくなります。

例えば、その建物はどのぐらいエネルギーをこれから使うか。そういったことを明確に

しなければいけません。こういう「エネルギー・デクラレーション」をやらないと、コ

ストなどがどんどん上がったりして、建物の価値も失うだろうといわれています。 
 
（Ｑ３）  

今日はいいお話をどうもありがとうございました。あまり難しい質問ではなくて、易

しい質問だと思うのですが、ご自宅の中で、ヒート・ポンプ・システムをお使いになっ

ていて、そのイニシャル・コストとランニング・コストはどうなのでしょうか。多分、

日本では今、ああいうシステムは市場的にかなり高価ではないかと思われるのですが、

初期費用がどのぐらいご自宅に掛かったかということと、ランニング、それを維持する

ためにかかる費用、そしてそのシステムがおよそどのぐらいの期間、使われるであろう

ということを教えていただきたいのですが。よろしくお願いします。 
 
（ローベルト） 
  まず、このヒート・ポンプにつなげるパイプのための穴を掘らなければいけません。

それは 15 万スウェーデン・クローナです。それに 15 をかけたら日本円になります。そ

して、温水器は２万 5000 クローナ、ヒート・ポンプの購入コストも２万 5000 クローナ

です。合計 20 万スウェーデン・クローナになります。それを一度導入したら、その暖房

システムはもちろん無料になるので、石油、一般電気より十分安くなります。だから、

答えは、最初の導入コストは高いですが、その後のランニング・コストはほぼ無料だと

いうことです。 
 そして、最も大事な質問ですが、もつ時間はどのぐらいか、だれも分かりません。だれ

もまだ知りません。なぜかというと、ヒート・ポンプのシステム自体が 20 年前ぐらいに

発明されたものだからです。今は、ヒート・ポンプ・システムの寿命は大体 20 年、そし

て、温水パネルのシステムは大体 25 年と考えています。 
 少し注意してほしいことが一つあります。それは、この穴に関する、要するに地熱に関

する注意です。地下の中に熱がありますね。それを今どんどん取り上げています。この

地熱を利用するヒート・ポンプ・システムは、スウェーデンではとても人気のシステム

です。しかし将来的には、どんどんみんなが穴を掘って山からその熱を取り上げると、

いつか冷たくなってしまうかもしれません。私の目から見ると、20 年後、このシステム
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は絶対機能しないと思います。そう思っているのですが、もちろん証明はないので、将

来のことは全く分かりません。だから、念のため温水パネルをつけて、そこのお湯を同

時に利用することができる、ここの中へ送ることができるようにしています。もしもこ

れがいきなり冷たくなって、何も熱を上げることができなくなってしまったときのため

に、この温水パネルがあります。 
 
（Ｑ４） 
  ローベルトさんにお聞きしたいのですが、まず遠い所から来ていただいて、大変貴重

な、また興味あるお話をありがとうございました。今のお話は、私たち人間にとって非

常に崇高で、素晴らしい、夢のあるお話でした。そのような素晴らしい崇高なお話なの

に、これから聞くことは非常に現実的で申し訳ないのですが、「ワンダーヒル」のプロジ

ェクトの件です。買う人は１世帯当たり幾らぐらいで買われるのでしょうか、あるいは

お金を払わなければいけないのでしょうか。 
 
（ローベルト）  
日本にたった１週間しかいないのですが、今では、日本人がコストについていつも質問

することは分かっています。いろいろなコストの数え方があり、難しいのですが、考え

てみます。 
 スウェーデンでは、１平方メートルのコストで考えます。そして、それは毎月どのぐら

いになるかというコストの数え方があります。10 年前、エコヴィレッジを「ワンダーヒ

ル」に造ったとき、コストは１平方メートル当たり１万 5000 クローナかかりました。ち

ょっと待ってください。一生懸命、数えます。計算機を持っていらっしゃるでしょうか。

ですから、平均的な 100 平方メートルのアパート１世帯は、150 万クローナかかります。 
 もともとは１平方メートル当たり１万 5000 クローナでしたが、今、同じようなエコロジ

ー・ヴィレッジを建てたら３万クローナ、２倍のコストになります。 
 
（エクベリ）  

150 万クローナは日本円で、約 2250 万円ですから、今建てると、約 30 坪で、その倍 4500
万円ということです。 

（ローベルト）  
それは建設するコストですが、もちろん住むときのコストもあります。要するに家賃で

す。皆さん、月に 8500 クローナ（約 13 万円）払っています。それにはガスや電気、ご

み回収など、そういったサービスも含まれています。 
 まだまだあります。本当に重要なことなので、もう一つ言わせてください。コストなど、

「経済の柱」は非常に大事なことです。お互い誤解がないようにするために、非常に大

事です。ここに住み始めてから８年後、このアパートを販売したとき、私は約 10 倍もら
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いました。現金でも 200 万クローナ（約 3000 万円）もらいました。 
 毎月の家賃は、10 年前は 8500 クローナ（約 13 万円）でしたが、現在、6500 クローナ

（約 10 万円）になっています。それはもともとよい造り方なので、電気代、水道代など

がより安くなっているからです。よい答えになっているでしょか。 
 ありがとうございました。 

以上 
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